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乙

　左心低形成症候群は重症な先天性心疾患であり、特に徐脈性不整脈を合併する場合は、死亡率が高
い。しかし2度以上の高度房室ブロックに進展する危険因子は明らかではない。
　2002年から2011年における左心低形成症候群の患児73名を対象とし、出生時の心電図所見ととも
に、解剖学的な病型分類・治療方針・高度房室ブロックや重度三尖弁逆流および心房中隔欠損狭小化
の発生の有無について、生存率を検討した。死亡例は30例で、うち23例(32%)は心原性、7例(10%)は非
心原性であった。高度房室ブロックは30例の死亡例のうち7例(23%)、生存例43例のうち1例
(2.3%)(p =0.0038)と死亡例で有意に多くみられたが、重度三尖弁逆流や心房中隔欠損狭小化には同様
の傾向がみられなかった。高度房室ブロック合併例の死亡率は非合併例に比べて有意に高率であった
(p =0.0002)。
　高度房室ブロックを合併した7例の死亡症例のうち、6例は術後10日以内に発症しており、うち3例は
早期に死亡した。出生時の心電図所見においてPR延長例(PR≥0.15s)は非延長例(PR<0.15s)と比較して
死亡率が高く(p =0.0106)、wide QRS例(>0.08s)やQTc延長例(>0.43s)には同様の傾向はみられなかっ
た。また多変量解析ではPR延長は死亡に関連した独立危険因子であった(ハザード比 2.948,
p =0.0104)。
　左心低形成症候群の患児において出生時の心電図におけるPR延長は、予後不良な高度房室ブロック
への伸展を予測するものである。
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（左心低形成症候群における出生時心電図のPR時間延長は予後不良な房室ブロック
の発症率の高さを予見する）
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